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日本大学薬学部校友会
会長　内倉和雄

　寒さが日増しに厳しくなる折から、会員の皆様方にはご健勝にお過ごしのことと存じます。
　令和２年１月１６日に日本国内で初めての新型コロナウイルスによる感染者が報告されて以来、感染
者数の増減を繰り返しながら現在は、更に増加しそうな傾向を示しています。
　コロナ禍の中、感染拡大を抑制する視点の一つとして３密を避けることが求められ、多人数での集
会の開催が困難になりました。このような状況を受けて、校友会の主要委員会である臨時運営委員会

（4/24、中止）、第１回運営委員会（5/22、中止）、幹事会（6/10、延期）、総会（6/28、中止）、加えて
在校生に対する入会記念特別講演会開催、スポーツ大会補助、桜薬祭補助について全て中止とさせて頂
きました。
　また、校友会の活動方針、活動内容などをお決め頂く総会が開催できなかった事によって、令和元年
度の会計決算報告等、令和２年度の事業計画、予算計画、人事等について承認が受けられず、このまま
の状態では校友会活動に支障が生じる恐れが危惧されます。
　現在（11/20）でも感染拡大が見られ、状況の改善が見通せない中、多人数が一堂に介しての会議開
催は難しく思われます。そこで、少人数による臨時運営委員会（10/17、学内）を開催し、活動方針、
活動内容の原案を作成頂き、総会に次ぐ議決機関である幹事会の開催を計画いたしました。
　すなわち、幹事の皆様方に資料（原案）と承認可否の返信用はがきを同封して郵送し、ご判断頂く“持
ち回り会議（10/20 送付、11/16 返信締切）”の形で幹事会を開催いたしました。幹事 193 名の中、110
名の方からご返信を頂き、可多数でご承認を頂きました。また、今年度は役員改選の年でありますが、
改選作業が進まず次期会長、役員が選任されるまでの間、現組織で運営することといたしました（会則
第９条２項）。
　コロナ禍の中、ご心配やご迷惑をおかけしておりますが、総会を開催することが困難の中、会員の皆
様方には、幹事会で承認された活動方針・内容についてご諒解を賜りますよう宜しくお願い致します。
資料は、３−６ページに掲載いたしました。

　新方コロナ感染症に加えてインフルエンザを心配する頃となりました。皆様方におかれましては、健
康にご留意され、お体をご自愛くださいますようお祈りいたします。

令和２年度校友会活動について
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令和元年度　決算報告

正味財産計算書
平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日（単位 : 円）

科　　　　　　目 令和元年度実績 令和元年度予算

Ⅰ一般正味財産増減の部

　１経常増減の部

　　　（１）経常収益

　　　　①受取会費

　　　　　入会金収入 2,550,000 2,540,000

　　　　　前納当年該当分 6,272,000 6,314,000

　　　　　学生・正会員当年分 3,748,000 4,300,000

　　　　②雑収益

　　　　　受取利息 228 300

　　　　　有価証券利息

　　　　　医療系収入 0 

　　　　　その他収入 674,820 600,000

　　　　経常収益計 13,245,048 13,754,300

　　　（２）経常費用

　　　　①事業費

　　　　　印刷費 1,729,220 2,000,000

　　　　　原稿料 36,000 60,000

　　　　　発送費 1,901,724 2,000,000

　　　　　生涯教育講座 300,000 300,000

　　　　　支部等 495,000 600,000

　　　　　学生会員 1,950,375 2,360,000

　　　　　医療系・工科系 222,543 300,000

　　　　　HP 管理費 327,000 400,000

　　　　事業費計 6,961,862 8,020,000

　　　　②管理費

　　　　　総会費 656,748 700,000

　　　　　委員会費 79,100 150,000

　　　　　管理費 698,257 900,000

　　　　　人件費 878,760 2,000,000

　　　　　旅費交通費 409,811 500,000

　　　　　通信費 157,277 200,000

　　　　　本部等分担金 620,000 630,000

　　　　　慶弔費 575,710 600,000

　　　　　予備費 50,000 54,300

　　　　管理費計 4,125,663 5,734,300

　　　　経常費用計 11,087,525 13,754,300

　　　　当期経常増減額 2,157,523 

　２経常外増減の部

　　　（１）経常外収益

　　　経常外収益計 0 

　　　（２）経常外費用

　　　経常外費用計 0 

　　　当期経常外増減額 0 

　　　　当期一般正味財産増減額 2,157,523 

　　　　一般正味財産期首残高 14,706,322 

　　　　一般正味財産期末残高　　 16,863,845 

Ⅱ指定正味財産増減の部

　　　　当期指定正味財産増減額 0 

　　　　指定正味財産期首残高 15,688,140 

　　　　指定正味財産期末残高 15,688,140 

Ⅲ正味財産期末残高 32,551,985 

貸 借 対 照 表
令和 2 年 3 月 31 日現在（単位 : 円）

令和元年度

Ⅰ資産の部

　１流動資産

　　　現　　　　　金 0 

　　　普　通　預　金 21,185,056 

　　　郵　便　貯　金 17,476,710 

      　野村証券預け金 29,854,219 

　　流動資産合計 68,515,985 

　　資産合計 68,515,985 

Ⅱ負債の部

　１流動負債

　　　　前受前納会費 35,964,000 

　　流動負債合計 35,964,000 

　　負債合計 35,964,000 

Ⅲ正味財産の部

　１指定正味財産

　　　指定正味財産合計 15,688,140 

　２一般正味財産 16,863,845 

　　　正味財産合計 32,551,985 

　負債及び正味財産合計 68,515,985 
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正会員への活動
　【事業委員会】
　　○　桜薬会会報発行
　　　　年 2 回発行（72 号 ; 令和 2 年 4 月 15 日、73 号 ;10 月 15 日）　各 11,000 部
　　○　会員名簿（平成 16 年度版）追補（17）発行　100 部
　　　　令和 3 年 3 月卒業の正会員を収載
　【IT 委員会】
　　○　就職紹介（求人情報）　薬学部校友会 HP に正会員に対する求人情報を掲載
　　○　ホームページ（インターネット）の整備、充実
　　〇　会員の広場（フェイスブックの活用）
　【事務局】
　　○　第 25 回　「母校を訪ねる日」の開催
　　　　令和 2 年 10 月 31 日（土）　（第 32 回桜薬祭初日）　訪問正会員および特別会員に昼食券を補助
　　○　薬学生涯教育講座の共催
　　　　薬学部主催の薬学生涯教育講座［最近のトピック］（従来の卒後教育講座）年間 6 回を共催
　　○　会員資料（名簿）の整備
　　○　同僚学部校友会・同僚薬科大学校友会との連携の強化
　　　　　工科系校友会との連携の強化
　　　　　　令和 2 年度工科系校友会連絡会・懇親会
　　　　　　　幹事校友会 : 生産工学部校友会　開催日 : 未定　
　　　　　医療系同窓・校友会との連携の強化
　　　　　　第 19 回日本大学医療系同窓・校友学術講演会
　　　　　　　幹事校友会 : 松戸歯学部同窓会　令和 2 年度は中止　　　
　　○　全国薬科大学・薬学部同窓会連絡協議会との連携の強化
　　○　支部活動の活性化

　学生会員への活動

　【事業委員会】
　　○　桜薬会会報（72 号、73 号）の配布
　【学内委員会】
　　○　入学記念品の贈呈
　　○　入会記念特別講演会の開催
　　○　薬学部スポーツ大会補助（昼食券および飲み物提供）
　　○　学園祭（桜薬祭）補助（昼食券を補助）
　　○　薬学部校友会奨学金授与「薬学部校友会奨学生選考委員会」
　　○　薬学部校友会（桜薬会）奨学金授与「薬学部校友会（桜薬会）奨学生選考委員会」

令和２年度　事業計画案
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　　○　卒業記念品の贈呈
　　○　高学年に対する講演会（就職セミナー）
　　○　就職活動支援 : 日本赤十字社救急員養成講習会、公務員試験対策模擬試験、
　　　　　能力適正試験、一般常識（薬学部主催）、TOEIC　など
　　○　広報活動への補助
　【IT 委員会】
　　○　就職紹介（求人情報）
　　　　　薬学部就職指導課と協力し、学内掲示の求人情報を薬学部校友会 HP に掲載

　　　総会費 700,000 

　　　委員会費 120,000 

　②事務局費

　　　管理費 900,000 

　　　人件費 2,000,000 

　　　旅費交通費 500,000 

　　　通信費 250,000 

　③その他

　　　本部等分担金 630,000 

　　　慶弔費 500,000 

　④予備費 85,300 

合       計 13,705,300 

〇本　部　還　付　金

科      目 予   算

１本部還付（正会員） （150,000）

      年会費充当分 100,000 

      雑収入充当（寄付金扱） 50,000 

２本部還付（準会員） （9,108,000）

      入会金充当 2,552,000 

      年会費充当分 3,036,000 

      前納会費充当 3,520,000 

合      計 9,258,000 

〇収入の部　　　　　　　　　　　　　

科      目 予   算

入 会 金 2,552,000 

年 会 費

      前納積立金 6,453,000 

      当年度納入 4,100,000 

利 子 300 

雑 収 入 600,000 

合       計 13,705,300 

〇支出の部

１事業費　合計 8,020,000

　①会誌発行費

　　　印刷費 2,000,000 

　　　原稿料 60,000 

　　　発送費 2,200,000 

　②活動補助費

　　　生涯教育講座 300,000 

　　　支部・同期会 500,000 

　　　学生会員 2,360,000 

　　　医療系・工科系 200,000 

　③ HP 管理費 400,000 

２管理費　合計 5,685,300 

　①会議費

令和 2年度　予算
令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日（単位 : 円）
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山中健三先生への哀悼と感謝

　7 月 28 日、数か月の闘病生活の末に山中先生がご逝
去されました。63 歳でした。突然の訃報に接し言葉を
失いました。亡くなる 1 ヵ月前、先生と電話で話をし
たときには元気なご様子で、ご自身は無事な生還を信
じ治療に専念し、私も大学の後期開始には職場復帰と
思っていたので無念でなりません。ここに謹んでお悔
やみを申し上げます。
　亡くなる 2 週間前に闘病中の先生に代わって大学院
講義を実施しました。先生から事前に準備頂いた４コ

マ約 6 時間、約 190 枚のパワーポイントを用いました。今思うと山中先生からの研究に対するメッセー
ジだったのかもしれません。そのほとんどがヒ素の代謝物であるジメチルヒ素の発がん研究に関するも
のでした。本来であればこれからも多くの研究の成果がここに刻まれたと思うと残念でなりません。講
義の内容はジメチルヒ素化合物（チオヒ素・アルゼノシュガーなど）の合成、分析（フォトケミストリー、
HPLC-TOFMS、ICP-MS など）、バイオアッセイ、発がん試験など多岐にわたる長年の成果と先生の見
識の広さ、そして共同研究に携わった先生方との綿密なコミュニケーションを窺い知ることのできる人
生を懸けたレビューでした。2012 年、国際がん研究機関（IARC）の発がん性リスク分類でジメチルア
ルシン酸が「ヒトに対して発がん性の可能性がある（Group 2B）」に評価される端緒となる研究を多く
残されていることを再認識いたしました。
　昭和 60 年に山中先生が衛生化学研究室に着任されて以来、私は卒業研究を始めとしてこれまでの時
を先生と共有させて頂きました。研究以外でも上下関係の域を超えたご指導を頂き、時には厳しく直球
の物言いに唖然とした記憶もあります。身近で一番に可愛がって頂いたことを思うとそれも懐かしい思
い出です。しかしながら、人に対する気遣いを忘れない性格で誰とでもストレートにコミュニケーショ
ン出来る姿勢は敬服するばかりでした。また、かつて、「共同研究は相手にお願いするばかりではなく、
研究の主導権は何時でも自分側になければならない」や「研究における考え方・理論の構築は日常生活
でも通用する普遍的なもの」と言われたことを思い出すと、やはり先生は研究を中心とした人生を生き
てこられたと痛切に感じます。先生は、内閣府食品安全委員会化学物質・汚染物質専門調査会専門委員
や日本ヒ素研究会会長などの激務を遂行する中、大学においては就職担当、次長を歴任されましたが、
いずれの職務においても斬新なアイディアをもって臨まれていました。特に、就職担当の時には大学専
用の就職アプリを構築され、また、千葉県内の薬学就活生を集めた「医療人としての薬剤師が 2025 年
問題をどうとらえるか」をテーマとしたシンポジウムを開催され、大学は人材の養成機関であり、研究
者の教育が第一の責務だと言うお考えの下、研究のみならず薬剤師の将来を見据えた教育にも信念を持
たれていました。
　この半年間ほとんど話をしないまま先立たれてしまいました。歳を重ねられた先生からもっと色々な
話を聞きたかった。本当にありがとうございました。

1986 年卒（31 期）加藤　孝一
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病原微生物学研究室（３号館 1階 311・６号館１階 614）

桜薬会会員の皆様におかれましては、ご健勝のこととお喜び申し上げます。　当研究室の近況をご報
告させていただきます。

当研究室は教員 4 名（村山琮明、廣瀬大、板垣正、小林弘子）、大学院生 2 名、6 年生 17 名、5 年生 11 名、
4 年生 12 名の計 46 名で活動しております。村山先生には、この 3 月で定年を迎えられますが、現在も
精力的に教育、学会活動に従事されております。私（小林）は、4 月より教授に昇格させていただきま
した。新型コロナの影響で 6 年生の卒業研究発表会がリモートとなり、授業もほとんどが遠隔授業となっ
ています。4 年生の研究室配属が決まっておりますが、恒例の卒業研究生全員による大コンパもできな
くなり、先輩後輩のつながりができず寂しいところです。6 年生は卒業試験、国家試験、5 年生は実務実習、
卒業研究、4 年生は CBT、OSCE と目標に向かってがんばっています。例年とは異なる年となりましたが、
数年後の同窓会では、笑って振り返ることができるようになってほしいものです。

写真は、2 月になんとか行くことができた軽井沢への卒論旅行です。軽井沢研修所に 1 泊し、ガラス
工芸体験では、学生の皆さんの普段見ることのできない一面を見ることができました。観光客も少なく、
久しぶりにゆったりと冬の軽井沢を満喫いたしました。

最後になりましたが、会員皆様のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。
 （小林　記）

研 究 室 だ よ り
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薬品分子化学研究室　（３号館 3階 334・６号館 6階 638）

新春を寿ぎ、校友会会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。早速です
が当研究室の近況を報告させていただきます。昨今のコロナ禍の影響で、研究室の運営に於きましても
様々な影響が出ております。4 月の初めよりオンライン授業に移行し、不得手な PC による授業に教室
員一同苦戦しており、また、卒業研究も 4 月に発令された緊急事態宣言の煽りを受け、思うような研究
活動もできておりません。しかしながら少しずつですが以前の活気を取り戻しつつあるように思えます。
このような大変な時代においても学生はたくましく過ごしており、2020 年 3 月に卒業した 7 名全員が
薬剤師国家試験に合格し、病院に 4 名、調剤薬局・ドラッグストアに 2 名、治験関連企業に 1 名が無事
に就職しております。本年度の 6 年生 6 名もこのような状況の中で、全員が無事に就職活動を終えるこ
とができたことは、これもひとえに校友会会員皆様の仁慈であり、心より御礼申し上げます。これから
国家試験に向けて現在全員が一丸となり合格を目指し、昼夜を問わず勉学に励んでおります。5 年生は
薬局・病院実習で例年にはない苦労や体験をしてきております。この経験が必ず今後の薬剤師としての
糧になると信じております。4 年生は本年度 8 名（男性 5 名・女性 3 名）が当研究室の新しいメンバー
として加わりました。まだまだ未熟かもしれませんが誠心誠意学生の成長を促して参りますので、今後
ともどうかご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

本年度をもちまして、本橋　重康教授がご退任されます。先生の長きにわたる日本大学薬学部への貢
献は計り知れないものであり、感謝の念が尽きませんが、これからも日本大学発展のためにお力添えを
頂きたいと思っております。

最後になりますが校友会の会員皆様のご発展を心よりお祈り申し上げます。
 （三浦　記）
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英語 1研究室（５号館 4階 545）

2020 年 4 月，英語 1 研究室の顔ぶれが変わりました。長らく金子利雄教授による一人体制だった研
究室に，専任講師として田沢恭子が加わりました。2021 年 3 月に退職なさる金子先生からの引き継ぎ
をするため，今年限りの二人体制です。

私たちは以前から日本薬学英語研究会（JAPE）のメンバーとして，薬学生を対象とする英語教育の
あり方を研究しており，その活動の一環としてこれまでに数冊の薬学英語教科書を制作しています。本
学薬学部に在学中の皆さんや最近の卒業生の皆さんが英語の授業で使っている，あるいは使った教科書
は，この JAPE が制作したものです。薬学教育モデル・コアカリキュラムに即した教科書で英語を学
んだ皆さんが，薬学の研究や実務に携わるうえで実用的な英語のスキルを活用することができればと
願っています。

当研究室では英語の授業をはじめとして，学生の皆さんが言葉の壁にとらわれずに夢を追い，目標を
達成するための手段として，英語を使いこなせるようになるための支援を提供したいと考えています。
この姿勢は，英語の運用能力を薬剤・薬学にかかわるすべての人がもつべきスキルととらえる金子先生
が築いていらした伝統です。これからもこの伝統を引き継ぎつつ，時代に即応した変化も柔軟に取り入
れて，薬学部の英語の研究と教育に貢献していく所存です。

 （田沢　記）

地域医療薬学研究室（５号館３階 535）

令和 2 年度より薬事管理学研究室から地域医療薬学研究室へと名称を変更し初年度を迎えております。
当研究室は亀井美和子教授（帝京平成大学薬学部長にご栄転なさいました）から引き継ぎ、教授の渡邉
文之（筆者）、専任講師の泉澤恵、助教の中島理恵の 3 名が在籍し、地域医療における薬剤師の役割を
基盤とした研究及びそれに関連した教育活動に力を尽くしております。

今年度は新型コロナウイルスの影響で 2 月末から入校制限がかかり、卒業研究を実施するには大変厳
しい状況ではありましたが、6 年生 13 名が 6 月末に無事に研究成果を発表し卒業論文を提出すること
ができました。現在も新型コロナウイルスの影響で例年と同様の研究及び教育活動はかないませんが、
新研究室になって新たに加わった 4 年生含めた 1 期生及び教員が一丸となってこの難局を乗り越えたい
と考えております。また、新型コロナウイルスが落ち着きましたら研究室内のイベントも再開し、親睦
を深めていければと願っております。

薬事管理学研究室卒業生の皆様におかれましては研究室名が変更にはなりましたが、引き続きご指導・
ご支援を賜れれば幸いです。また、私が以前所属していた医療コミュニケーション学研究室及び薬剤師
教育センターの卒業生の皆様におかれましても気軽にお越しいただければと思います。

今後とも何卒お願い申しあげます。
 （渡邉　記）
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日本大学 ･日本大学校友会ニュース

令和元年度日本大学校友会役員総会が開催される

本役員総会が令和２年７月３日（金）15 時から東京ドームホテルで開催された。令和元年度の行事・
事業報告、経過報告、財務報告が行われた。併せて準会員（学生会員）に対する奨学金授与が実施され
た。令和２年の事業計画案、収支予算案が審議され満場一致で承認された。役員改選では田中英壽会長
が満場一致で再選（６選）された。

令和 2年度日本大学校友会全国校友大会が中止された

新型コロナウイルス感染症拡大を受けて本年度は中止とした。

第 16代学長就任

任期満了（8 月 31 日）に伴い加藤直人教授が第 16 代学長に就任された（9 月 1 日就任、任期は 3 年間）。

理事長就任

任期満了（９月９日）に伴い田中英壽理事長が再任された（9 月 10 日就任、任期は 3 年間）。

日本大学校友会正会員募集中

　皆様は日本大学薬学部校友会が、日本大学校友会の下部組織として活動していることはすでにご存じ
のことと思います。薬学部校友会は卒業生を正会員に、在校生を学生会員として構成しております。日
本大学では卒業生全員に、毎年２月頃、会誌「KIZUNA（絆）」を送付し、別途登録して頂いた校友を正
会員（会費 10,000 円）として正会員会誌「桜縁」（年２回発行）をお届けしております。正会員会費の一
部は薬学部校友会へ納入した翌年に還付されます。還付金は還付当年度の薬学部校友会年会費としてお
ります。ぜひ正会員登録をして頂きたくお願い致します。希望者は事務局までお知らせ下さい。
　
工学部薬学科・理工学部薬学科卒業生にお願い：
　登録・会費納入に際して郵便振替用紙記入の時、「所属する支部・部会」欄に必ず「薬学部校友会」と
記入して下さい。無記入ですと本会に還付されませんので、薬学部校友会会費に振り替えることが出来
ません。ご注意下さい。
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薬 学 部 ニ ュ ー ス
学位記伝達式

　令和元年度大学院薬学研究科及び薬学部の学位記伝達式が３月 19 日（木）に２号館２階多目的ホー
ルに　おいて行われました。215 名（博士課程３名，学部生 212 名）が修了・卒業し，巣立っていきま
した。

入学式
　令和２年４月２日（木）に開催予定であった入学式は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止となりました。

第 105回薬剤師国家試験結果
　第 105 回薬剤師国家試験が令和 2 年 2 月 22 日（土）・23 日（日）に実施され ,3 月 24 日（火）に合格
発表がされました。合格率は 86.7% で全国平均 84.8%, 私大平均 84.1% でした。

令和元年度薬学共用試験結果

実施日程 合格者数 合格基準

CBT
本試験　令和 2年 1月 11日（土）、12日（日）
再試験　令和 2年 2月 19日（水）

224 正答率 60%以上

OSCE
本試験　令和元年 12月 1日（日）
追試験　令和 2年 2月 22日（土）

225
細目評価 70%以上
概略評価 5以上

ＯＳＣＥの評価者として多くの卒業生の皆様に御協力いただきました。ありがとうございました。

薬学実務実習
令和 2 年度の薬学実務実習は , 第Ⅰ期は令和 2 年 2 月 25 日（火）から令和 2 年 5 月 10 日（日）, 第

Ⅱ期は令和 2 年 5 月 25 日（月）から 8 月 9 日（日）, 第Ⅲ期は令和 2 年 8 月 24 日（月）から 11 月 8 日
（日）, 第Ⅳ期は令和 2 年 11 月 24 日（火）から令和 3 年 2 月 14 日（日）の日程で行われます。

5 年次生が薬局 , 病院の順に続けて 1 期ずつ実習を行います。卒業生の皆様にお世話になる学生も大
勢いるかと思いますが , 御指導の程 , 何卒よろしくお願いいたします。

薬草教室
令和 2 年 5 月 9 日（土）に開催予定であった薬草教室は , 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

中止となりました。

スポーツ大会
令和 2 年 5 月 30 日（土）に開催予定であったスポーツ大会は , 新型コロナウイルス感染症拡大防止

のため中止となりました。

公開講座
令和 2 年 6 月 6 日（土）に開催予定であった公開講座は , 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

中止となりました。
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日本大学薬学部校友会（桜薬会）奨学金制度について
　日本大学薬学部校友会（桜薬会）奨学金制度は平成 22 年度通常総会で設立が承認されて、専用口座
を開設し、校友会会員の方々からの募金及び薬学部校友会桜薬会会報広告掲載料を奨学金の原資として
います。平成 23 年度から給付を開始しています。
　薬学部校友会（桜薬会）奨学金制度にご理解をいただきご協力いただきますようお願い申し上げます。
　　
令和元年度の日本大学薬学部校友会（桜薬会）奨学金の決算は下記のとおりであることを報告いたします。

日本大学薬学部校友会（桜薬会）奨学金専用口座　　（令和 2.3.31 現在）

科　目 収　入 支　出 残　高 備　考

前 年 度 繰 越 金 　6,586,916

今 年 度 寄 付 金  　730,000 寄付10件、広告１件
奨学生３名、200,000×3奨 学 金 支 給  600,000

    7,316,916      600,000    6,716,916

募金は下記口座にお願いいたします。
 口　座：００１２０－５－３１８７３４

　　　　　　　　 口座名：日本大学薬学部校友会奨学金

オープンキャンパス
令和２年度のオープンキャンパスは，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とし，学内 HP

に特設ページ（オンライン進学相談会，入試説明，学部案内動画等）を開設し，Web によるオープンキャ
ンパスを開催しました。

教員の人事
１　役職発令（2020.10.1）
　①　学部次長　　鳥　山　正　晴　教授（薬品分子化学）
２　准教授発令　　
　①　再任（2020.4.1）
　　（１）安　部　　　恵　准教授（薬剤師教育センター）
　訃報（2020.7.28 死去）
　　山　中　健　三　教授（環境衛生学研究室）
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第８期（1963 年卒・薬物学）青木正忠様が長年にわたり薬学教育・研究に従事した功績
により令和 2 年 4 月 29 日（春の叙勲）瑞宝小授章を受章されました。

第 10 期（1965 年卒・薬物学）大屋敷孝雄様が長年にわたり薬学教育・研究に従事した
功績により令和 2 年 4 月 29 日（春の叙勲）瑞宝中授章を受章されました。

第 42 期（1997 年卒・臨床薬剤学）辻　泰弘様が主に医療現場で行われたヒトを対象と
する臨床・疫学研究等において優れた業績により第 43 回日本薬学会佐藤記念国内賞（令
和 2 年 3 月 25 日）を受章されました。

心よりお祝い申し上げます。益々のご活躍を期待しております。

事務局からのお願い
学会等で多くの会員の方々がご活躍のことと存じます。しかし、実際にはなかなか皆様の
ご活躍を知ることができません。今後なるべく本会誌でご紹介できるものはご紹介して行
きたいと考えております。何かございましたら桜薬会までお知らせください。

おめでとうございます

　　　
　　　物故者名簿：心よりご冥福をお祈り申し上げます。（2020.10.31 現在）

正会員
1 期　小　野　　哲　司　（2020.02.   ）
1 期　戸　塚　　淳　逸　（2020.02.06）
1 期　宮田（田中）節子　（2020.02.01）
3 期　浦　野　　時　明 
3 期　小　林　　房之助 
3 期　成　井　　澄　子　（2019.12.19）
4 期　宮　野　　正　弘　（2019.12.　）
6 期　工　藤　　　　忠　（2020.03.　）

6 期　畑　岸　　　　彌　（2020.01.　）
6 期　吉村（三上）幸子　（2020.10.31）
7 期　高　田　　富　弘　（2018.11.27）
9 期　末　吉　　祥　子　（2020.09.19）
9 期　中　林　　啓　祐　（2017.07.09）

10 期　磐　井　　和　子　（2020.01.　）
15 期　森本（本山）佳子　（2020.04.26）
26 期　山　中　　健　三　（2020.07.28）

校友会事務局に、死亡日時、葬儀日時、会場、喪主をご連絡いただければ、会より弔電を打たせていただきます。
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薬学部校友会（桜薬会）ホームページでの求人情報募集
　会員からの求人情報の掲載は無料です。求人申込書はホームページの「求人・求職」のページからダ
ウンロードし、必要事項をご記入の上、事務局に郵送（あるいはＦＡＸ）してください。なお、「求人・
求職」のページを閲覧（ログイン）するには、会員番号ＩＤが必要です。会員番号ＩＤは封筒宛名下に
ある会員番号の下 6 桁です。
　ホームページアドレス；http://alumni.pha.nihon-u.ac.jp
　メールアドレス；pha.alumni@nihon-u.ac.jp

会費納入のお願い
校友会活動は会費により運営しています。会費納入にご協力をよろしくお願いいたします。
　宛名に会費納入状況が印刷されています。（会員番号に☆印のある方は未納です。）
　未納の方は同封振込用紙で会費納入をお願いいたします。
　会費は年額 2,000 円です。事務簡素化のため 5 年分 10,000 円または 10 年分 20,000 円を一括納入していただ
ければ幸甚です。

薬学部校友会（桜薬会）ホームページの ID

　日本大学薬学部校友会ホームページの「校友会会則」・「求人・求職のコーナー」・「運営委員会資料」
を見るのには ID とパスワードが必要です。
　ID は宛名の下にある正会員番号の下６桁（半角）、パスワードは氏名（全角カタカナ）になります。
ID・パスワードは毎年 10 月の末に一括更新しております。毎年３月に卒業された方は、10 月までは学
生時の ID・正会員の ID どちらでも見られますが、それ以降は正会員の ID をお使いください。氏名の
変更をお届けいただいた方は、10 月までは旧氏名となります。

発行日 令和 2 年 12 月 15 日
編集人 日本大学薬学部校友会事業委員会
発行人 日本大学薬学部校友会　内倉和雄
印刷所 協友印刷株式会社
 TEL　03-5948-7150

発行所 千葉県船橋市習志野台　7-7-1
 日本大学薬学部内（〒 274-8555）
 TEL/FAX　047-465-1478（直通）
 E-mail：pha.alumni@nihon-u.ac.jp
 振替口座番号　00140-0-53798
 振替口座名　日本大学薬学部校友会
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会費納入者

2,000 円納入者

56 杉本幸美 , 鈴木隆子 , 山口久美 57 福永重弥 , 山長みどり 58 伊勢忠 ,
森佳子 59 木村清 60 杉崎敦子 , 豊田亮三 61 小林和子 , 辻厚子 , 町田巌
62 青木千勢子 63 佐渡敏美 , 芝紀代子 , 寺澤正孝 , 吉田紀子 65 秋元敦信 ,
辻野英子 67 増渕美子 71 日南田義隆 72 瀬口由行 , 山下和代 73 三浦修
74 加賀谷元 , 川井龍美 76 片桐秀明 77 長瀬健市 , 藤田智子 , 山下はるひ ,
山下仁志 78 西川貞夫 79 大塚正征 82 田嶋美智子 , 中村宏典 , 渡辺正実
83 長島誠 , 宮本安基子 85 杉中淳 86 阿部幸生 , 渡部靖宏 88 豊嶋徹 90
奥陽子 91 井上学 95 今田吉宣 96 吉澤徹 98 野村浩子 05 藤代大輔
　　 以上 49 名

4,000 円納入者

58 大久保令子 , 山本祐子 59 大島芳郎 60 尼崎玄之助 64 向井葵 66 鈴
木鎭世 67 新佛賢明 71 福田稔 以上 8 名

6,000 円納入者

57 田中陽子 59 中本光子 66 今吉佑子 81 今田香織 87 河名万千子　　
 以上 5 名

10,000 円納入者

57 石黒文夫 , 石黒由美子 , 久慈静江 58 恩田正昭 , 金光継道 , 坂田耕
一 59 岡田玉恵 , 松嶋敦子 60 川上恭子 61 佐藤文子 , 清水妙子 , 武信
貞夫 62 田中孝治 , 中居慶一 63 大野秀彦 , 千葉貴司 , 波間美佐子 , 平
川ミヅホ , 前田圭一 64 杉山翠 65 浦野博 , 土川利昭 66 加納節夫 67
荒井正雄 68 川口時彦 , 竹林孝子 69 岡島宏 71 遠藤峯子 , 坂口悦子
72 会田直孝 , 安藤清子 , 内倉美津枝 , 大石成子 , 森川邦子 , 吉田守 73
目文代 , 安川憲 74 鈴木雅富 , 陶慶芳 75 久保田泉 , 間久雄 , 坂悦子 ,
横山としよ 76 髙田義郎 , 高橋泰夫 77 沖山勝彦 , 苅部博哲 , 坂口久
美子 , 長澤京子 , 原島良一 , 冨士本稔 , 真坂彰 , 皆川弓代 78 浅野重治 ,
浅野紀子 , 川口伸一 , 吹田好弘 , 横山亮一 79 商増智 , 人見一男 80 中
村洋子 81 石渡晴代 , 金子美恵子 , 公山由紀夫 , 小松原正俊 , 田窪康雄 ,
平石淳子 82 戸髙孝子 , 榎本裕見子 , 富井純一郎 , 富井英美 , 信平智雄 ,
渡辺道 83 宇田川幸男 , 寺嶋智津子 84 堀美鈴 , 山田幸次 85 河合省
一 , 土志田和正 , 服部浩子 , 八田良重 86 保坂さとみ , 宮澤智子 , 阪田
泰子 , 田中寛晃 , 砂田節子 87 瀧本智恵 , 瀧本啓 , 月井英喜 , 横山真穂
88 坂上逸孝 , 西村典子 89 伊藤由美 , 栗林和美 , 原季子 , 原浩祐 90 大
根有司 , 真坂裕美 , 小林京子 , 金子有希子 91 上家英之 , 内藤督雄 , 難
波昭雄 , 吉村美恵子 92 國司学 , 齋藤慈子 93 五十嵐愛 , 猪股英幸 , 國
司なほ子 94 中島千春 95 和喜多知江 , 西野潤一 , 赤石紀子 97 古津み
を 98 北川雅子 99 竹木正亘 , 田中雪葉 01 齋藤弘明 03 上田麻紀子 04
武中元季 05 小西恵可 09 加納まりえ　　　　　　　　　　　　　　
 以上 122 名

20,000 円納入者

60 今村典子 64 渡嘉敷見 65 山田修稔 71 藤原良雄 79 松井一秀 80 大
畠吉雄 , 髙山哲 82 安部久美子 83 小林弘子 , 造賀裕子 88 熊谷仁 89
半田雅美 90 保坂洋二 92 池田庸子 , 貞包啓雄 93 島田卓子 94 村上敦
子 96 峯岸優子 97 竹鼻万紀子 00 古田理恵 03 古川太一 05 河合裕子
 以上 22 名

70,000 円納入者

94 新出薫 以上 1 名

令和元年度本部正会員会費納入者
（薬学部校友会へ会費還付があった者）

57 一ノ瀬衛 , 山長みどり 59 小澤初予 , 髙梨久美子 60 斉藤文夫 61 前
田敏晴 62 山崎美江 63 長崎雅彦 64 小松康宏 , 渡邊和子 65 小川尚武
68 高橋繁治 69 内倉和雄 70 宇野澤まり子 , 草間貞 73 齋藤好廣 74 平
井幹廣 75 土井正道 76 鈴木孝 , 本橋重康 77 伊藤芳久 80 梅沢芳史 , 遠
藤尚登 , 関和優子 , 丸山恵子 81 梶原加恵子 , 木下義文 , 山中健三 82
木村高久 84 日髙慎二 85 林宏行 86 加藤孝一 , 早坂正敏 , 岩鶴節子 88
大塚進 , 齋藤賢哉 , 澤田康裕 89 石川浩子 90 浅見覚 , 岸川幸生 , 新海
一郎 , 西村伸大 92 鈴木豊史 , 根本欽司 94 土屋晃一 96 大場延浩 , 小松
﨑康文 99 荒井希文 00 木村惠子 01 齋藤弘明 02 清水妙子 03 伊藤正徳 ,
橋本詠次 04 今井徹 06 松本大輔 07 下田康代 12 北野徹
特別会員：稲井孝行 , 宇野朋子 , 小野真一 , 手塚雅勝 , 富澤経裕 , 松尾
光帆 , 松本宜明 , 村田佳子 , 薬眞寺千恵子
 以上 66 名

令和元年度本部準会員会費納入者
（薬学部校友会へ会費還付があった者）

学部　1 年　 266 名　　　大学院　1 年　 6 名
学部　2 年　 250 名　　　大学院　2 年　 4 名　
学部　3 年　 247 名　　　大学院　3 年　 5 名　　　    
学部　4 年　 221 名　　　大学院　4 年　 3 名
学部　5 年　 215 名
学部　6 年　 266 名 以上 1483 名

日本大学薬学部校友会（桜薬会）奨学金寄付者

76 本橋重康 01 齋藤弘明
 合計 90,000 円

財務委員会
会費を納入いただきました方の名簿です。ご協力ありがとうございました。誤りがありましたらお知

らせください。
本部準会員（学生会員）会費納入者は人数のみのご報告とさせていただきます。
 （令和 2 年 2 月 1 日～令和 2 年 10 月 31 日） 

会 費 納 入 報 告


